
何よりも学生を大切にする山形大学
―学生の学びを支援する山形大学基金―

山形大学基金
Ya m a g a t a   U n i v e r s i t y   F u n d

山形大学基金事務室
エンロールメント･マネジメント部　山形大学基金担当：樋口･江口
TEL：023-628-4497　MAIL：yukikin@jm.kj.yamagata-u.ac.jp

お問い合わせ先

ご寄付について
詳細 ・ ご寄付のお申込みはこちらのページから ▶
https://www.yamagata-u.ac.jp/jp/fund/......

期間：令和 3 年〇月〇〇日～令和 6 年 3 月 31 日
QR コード

山形大学基金への寄付金は、 所得税法上の寄付金控除の対象となる特定寄
付金 ( 所得税法第 78 条第 2項第 2号 ) 又は法人税法上の全額損金算入を
認められる指定寄付金 ( 法人税法第 37 条第 3項第 2号 ) として財務大臣から
指定されております ( 昭和 40 年大蔵省告示第 154 号 )。

キャンパス長メッセージ

米沢キャンパス長　中島 健介

　米沢キャンパスのケヤキ並木は、 約 110 年前の 1910 年に開校した旧米沢高等
工業学校本館と工学部の最先端の教育研究施設群の間に位置にしています。 それ
はまるで、偉大な先人たちの歴史と伝統をつなぎ、米沢キャンパスで学ぶ学生たと “米
沢の 100 年をつなぐ道” のようでもあります。
　私たちは、 この “米沢の 100 年をつなぐ道”
に新たな息吹を吹き込むため、 右記のとおり、
その名称を広く募集するとともに、 キャンパスの財
産でもあるこの並木の保全、 緑地整備等に対し
て、「山形大学基金」 で募金をお願いするプロジェ
クトを立ち上げました。
　米沢キャンパスは、 皆さまと守り、 創り上げる
コモンズです。 皆さまのご理解とご協力を心よりお
願い申し上げます。

ケヤキ並木の名称募集

ケヤキ並木の景観保全

米沢キャンパスのコモンズ化

ケヤキ並木持続方針（仮）の作成
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市民の皆さまや、 本学の卒業生、 学生 ・ 教職員に親しまれ、 “米沢
の 100 年をつなぐ道” でもあるケヤキ並木に相応しい名称を広く募集いた
します。

旧本館を中心とする歴史景観の一部として、 現在のケヤキ並木の景観
を保持しつつ、 持続可能な並木かつ安全な散策路として、 樹木剪定
及び樹木周辺の植栽を行います。

米沢キャンパス全体を地域におけるコモンズ（公共財）と捉え、 市民や
学生 ・ 教職員の交流 ・ 憩いの場として整備します。

今回名称を公募し、 景観を保全する並木を “米沢の 100 年をつなぐ道”
として持続可能なものにするため、「ケヤキ並木持続方針（仮）」を作成し、
学内外で共有いたします。

やまだい未来へつなぐプロジェクト第二弾 山形大学基金
Yamagata University Fund

“米沢の100 年をつなぐ道”を

未来へ

ケヤキ並木保全等へのご支援をお願いいたします
やまだい未来へつなぐプロジェクト　ケヤキ並木等景観保存

詳細･ご寄付のお申込はこちらのページから▶
https://www.yamagata-u.ac.jp/jp/fund/......

期間：令和3年 8月 1日～令和4年 3月 31日
QR コード

ご寄付について

山形大学基金事務室
エンロールメント･マネジメント部　山形大学基金担当：樋口･江口
TEL：023-628-4497　MAIL：yukikin@jm.kj.yamagata-u.ac.jp

お問い合わせ先

山形大学基金への寄付金は、所得税法上の寄付金控除の対象とな
る特定寄付金 ( 所得税法第 78 条第 2項第 2号 ) 又は法人税法上の
全額損金算入を認められる指定寄付金 ( 法人税法第 37 条第 3項第
2号 ) として財務大臣から指定されております ( 昭和 40 年大蔵省
告示第 154 号 )

山形大学基金への寄付金は、所得税法上の寄付金控除の対象となる特定
寄付金 ( 所得税法第 78 条第 2項第 2号 ) 又は法人税法上の全額損金算入
を認められる指定寄付金 ( 法人税法第 37 条第 3項第 2号 ) として財務大
臣から指定されております ( 昭和 40 年大蔵省告示第 154 号 )。

「草木塔の心･説明碑」の建立

“草木塔の心” の普及

関係論文等のインターネット公開

公開講座「自然と人間の共生」の開催
「自然と人間の共生」を SDGs の観点で再考し、本学における
最新の研究知見と教育実践、学生活動を披露する公開講座を開
催します。さらにその成果を山形での SDGs の推進に活かしま
す。

「やまがた草木塔ネットワーク」等の協力を得て、これまで蓄
積してきた『自然と人間の共生』及び『草木塔』に関する論文
等を「機関リポジトリ」に登録し、広くインターネットに公開
します。

山形県を代表するローカル SDGs である “草木塔の心” を広く
普及するためにリーフレットを作成し、本学基盤共通教育科目
の教材とするとともに、県内外に配布します。

本学では、「自然と人間の共生」を具体化し、山形独自の自然
観を広めることを目的として、平成 19 年に「草木塔の心」碑
を建立しました。今回新たに「草木塔の心･説明碑」を建立し、
その意義を SDGs の観点から再興します。
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副学長　林田 光祐
(YU-SDGs リーダー )

副学長メッセージ
　山形大学は、昨年から YU empowering with SDGs の方針に基づき、
社会の持続可能な発展に向けた地域の取り組みを積極的にempower!(力
づける ) しています。
　「自然と人間の共生」は、平成 16 年の法
人化後に制定した本学の「5 つの基本理念」
に明記され、「3 つの使命」と併せて本学に
おける最重要概念となっています。
　来年度から始まる第 4 期中期目標期間を
前に、“元祖 SDGs” と言える「自然と人間
の共生」を改めて再興 ( 再考 ) し、広く学
内外に発信する 4 つのプロジェクトを実施
します。
　皆さまのご理解とご協力を心よりお願い

再興 ( 再考 ) プロジェクト　～元祖 SDGs “草木塔の心” をみんなに～

「自然　と　人間　の　共生」
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山形大学基金
Yamagata University Fund

やまだい未来へつなぐプロジェクト第二弾

やまだい未来へつなぐプロジェクト　「自然と人間の共生」再興（再考）プロジェクト

山形大学校友会学生幹事企画「＃山大フォトコンテスト2019」から

山形大学学生幹事メッセージボード 10 月

令和3年度校友会学生幹事一同

感染予防対策 後期授業再開について

課外活動について

　「マスクの着用・アルコール消毒・手指洗浄などをしましょ
う。 複数人での会食をはじめとする、 感染拡大のきっかけ
もできるだけ回避しましょう。」 皆さんは継続できているでしょ
うか？　山形大学では、 日々 8000 名以上の学生が活
動中です。 一瞬の気のゆるみが感染を引き起こしかねませ
ん。 手を抜くことなく、 地道に継続していきましょう !

　課外活動再開にあたり、 三密を避けながらも、 やはり
手洗いうがいの徹底、 会話の際にはマスクをつけるといった
「基本的なこと」 が大切になってきます。 日頃から体調管
理に努めながら、 この基本的なことを守る、 それが重要に
なると思います。 コロナ及び現在の社会と上手に付き合い
ながら、 課外活動を再開させていきましょう !

前期最期の対面講義は感染拡大によって無くなってしまい
ました。 様々な活動自粛により、 山形大学でのキャンパス
ライフは大きく制限されていることと思います。 そんな中でも
大学の講義が受けられているという状況は幸せなものであ
るはずです。 後期授業再開にあたって、 学問へ向かう姿
勢を今一度振り返り、 後期の学びが実りのあるものとなる
ようにしていきましょう !

WITH
CORONA

『山大生活』を
はじめよう

令和3年度山形大学校友会学生幹事企画メッセージボード

令和3年度山形大学校友会学生幹事一同

あたらしい

山形大学校友会学生幹事企画「＃山大フォトコンテスト 2019」から



山形大学基金は、2016年の創設以来、卒業生や在学生の保護者、企業など多く
の皆さまからご寄付をいただき、経済的に困窮する学生や、国際交流、課外活動
への支援を行ってまいりました。特に、2020年 4月から2022年 2月末までは延べ
1034人の方からのご寄付により、新型コロナウイルスの影響で家計に大きな影響を
受けた学生に対して、様々な経済的支援を実施することができました。ここにあらた
めて御礼を申し上げます。

山形大学は、多様な人々・組織との共育・共創・共生を通じて地域社会の発展
に貢献することを目指しています。そのために、山形大学基金の新たな枠組みとして、
事業目標と期間を設定した寄付プロジェクト「やまだい未来へつなぐプロジェクト」を
設けました。このプロジェクトでは、様々なステークホルダーの皆様とのエンゲージメ
ントを拡大して、本学の地域における公共財（コモンズ）としての機能を高めること
を目的としております。進行中のプロジェクトをここで紹介していますので、ご覧ください。

コロナ禍で国の財政状況が一層厳しくなり、国立大学に対する運営費交付金の増
加が期待できない状況において、山形大学の社会的使命を果たす上で、本基金
は一段と重要性を増しております。学生も、コロナ禍をきっかけにして、本基金が社
会の皆さまからの温かい励ましであることを実感し、一層、勉学に励んでおります。

ここに山形大学基金への寄付をお考えの皆さまに、その概要をご案内いたします。
本学はこれからも「地域創生」「次世代形成」「多文化共生」の 3つの使命に邁進
してまいりますので、皆さまのご理解とご支援を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。

 2022年 4月
 国立大学法人山形大学

 学長

未 来を担う人 材を地 域 社 会と共に
次 世 代に伝える山形 大 学 基 金

玉手英利
東北大学大学院理学研究科修了、

山形大学理学部長、小白川キャンパ

ス長などを経て、 2020 年 4 月より学

長に就任。
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「山形 大 学 基 金 」 状 況 報 告

平成28年度から令和3年度の受入実績

令和3年4月1日から令和4年2月末までの受入状況報告

金額（円） 件数

平成 28 年度 15,214,910 344 

平成 29 年度 16,955,788 368 

平成 30 年度 17,832,228 406 

令和元年度 19,871,772 485 

令和 2 年度 50,127,884 974 

令和 3 年度 12,716,610 739 

区分 金額（円） 件数

「山形大学基金」受入実績 

令和3年4月1日

～令和4年2月28日

12,716,610 739 

（内訳1：目的別）

経済的修学困難学生へのご支援 5,704,110 370 

大学公認学生サークルへのご支援 995,500 71 

山形大学運営全般へのご支援 2,994,500 166 

学部等へのご支援 1,012,500 47 

附属学校（園）へのご支援 308,000 21 

やまだい未来へつなぐプロジェクト
へのご支援

1,702,000 64 

（内訳2：ご寄付者別）

個人（一般） 1,325,000 23 

卒業生・修了生 2,057,000 165 

保護者 2,899,000 64 

法人・団体 2,427,500 11 

附属学校関係 130,000 4 

教職員（現職・退職） 3,878,110 472 

※令和 3 年度は 2 月末までの実績

目的別

金額
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ご寄付者別
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学生へのご支援 経済的修学困難
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サークルへの
ご支援
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御 礼メッセージ

ご寄付いただきました皆さまに深く感謝の意を込めまして、ご芳名を山形大学基金ホームページに掲載し、
永く本学の歴史に刻ませていただきます。なお、公開をご希望されていない方々につきましては、掲載を
しておりません。

個人で 100万円以上、法人・団体で 500万円以上のご寄付をいただいた皆さまに、感謝状を贈呈いたします。

公益のために私財をご寄付いただいた方に授与される『紺綬褒章』 に、ご寄付者のご意向を確認の上、
公益団体認定を受けている本学から文部科学省に申請いたします。 授与基準に基づき、 500 万円以上の
ご寄付をいただいた個人及び 1,000万円以上のご寄付をいただいた団体を対象としております。

ご芳名の掲載

感謝状の贈呈

国の褒章制度

ご寄 付への謝 意

　やまだい未来へつなぐプロジェクトの
第一弾として募集させていただいており
ます「ケヤキ並木等景観保存プロジェ
クト」 に数多くの方々にご賛同いただ
き、米沢キャンパスの景観保全にご支
援いただいておりますことに山形大学工
学部を代表して深く御礼申し上げます。
　この季節、雪景色の重要文化財米
沢高等工業学校旧本館を眺めますと、
100年以上も前にここ米沢の地に全国
で七番目となる高等工業学校を誘致し
た先人達は、毎年この厳しい冬と戦い

ながら現在をどのように夢描いていた
のであろうかという思いが交錯いたしま
す。そういった先人をはじめとする地
元の人々、また、この学び舎から旅立っ
て行った数多くの学生たちの思いの拠
り所であり続けたいという願いから、旧
本館とその裏手に創立 80周年を機に
当時の卒業生が残してくれたケヤキ並
木の成す一角を「米沢の 100年をつな
ぐ道」として地域の皆様と共に守り育
てていくこととした次第です。 並木道
は、教職員の総意で現在遊歩道になっ

ております。お近くにお越しの折りには、
並木道に歩を進めていただき、景観を
お楽しみいただければ幸いに存じます。

　日頃より、アイスホッケー部の活動
につきましてご理解とご支援いただき
心よりお礼申し上げます。
　私たちアイスホッケー部は、今年度
は新型コロナウイルスの影響によりリ
ンクでの練習が制限され思ったように
活動することが出来ませんでした。 例
年参加していた盛岡交流戦、 松澤杯、
合宿などが次々中止および参加自粛と
なりました。そんな少ない練習状況で
はありましたが 11 月に開催された東
北地区大学アイスホッケー大会に参加

することが出来ました。 私はこの 1 年
間を通して部員全員が 1つになり目標
に向かって切磋琢磨し合えるチームに
なったと思います。
　私たち山形大学アイスホッケー部の
今後の目標は、 11 月に行われる東北
地区大学アイスホッケー大会において
1 つでも多く順位を上げることのほか
に大学でアイスホッケーを始めた人に
アイスホッケーの良さを伝えることです。
皆様からのご期待に応えられるよう部
員一同日々の練習に取り組んでいきま

すので、今後ともご指導ご支援のほど
よろしくお願いいたします。

米沢キャンパス長　中島健介“ 米沢の 100 年をつなぐ道 ” を未来へ

やまだい未来へつなぐプロジェクト

山形大学アイスホッケー部主将　大久保　快人度重なるご支援への感謝と今後の目標
大学公認学生サークルへの支援

　

令和 3 年度　アイスホッケー部
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支 援を受けた学 生からの御 礼メッセージ

経 済 的 修 学 困 難 学 生への支 援

　自分は長子で妹と弟がいることもあり、妹や弟のことも考えなければいけない両親に、経済的に負担をかけている

のが忍びなかったので、今回の支援金はとてもうれしいものになりました。ありがとうございます。

 （人文社会科学部 3年）

　自分は決して裕福な家ではなく、奨学金も限度額を借り、バイトをしてなんとか普通の大学生らしい生活を送れて

おります。今回の寄付金を大切に利用させて頂くとともに、より一層学業に励みます。この度は、本当にありがとうご

ざいました。  （地域教育文化学部 2年）

　この度は私たち山形大学の学生のために、山形大学基金へ寄付金をお寄せくださり誠にありがとうございました。

新型コロナウイルスの流行で今までの学生生活が失われ、何かと制限も多く人との関わりも少なくなって孤独を感じる

毎日ですが、皆さまからの支援が、経済的にも精神的にもとても温かく、感謝の気持でいっぱいです。

 （医学部 2年）

　父が定年退職し、収入が大きく減りました。母はパートで働いています。私と妹がともに大学生であり、学費負担

が大きくなっています。あと半年の学生生活をお金の心配をせずに過ごすことができればと考えています。よろしくお

願いします。  （農学部 4年）

　私は山形県出身ではありません。 4年前の大学進学を機に、山形で学生生活を送ってきました。 4年間の学部生

時代を通して、将来山形県で心理専門職として働くことを考えています。今回の修学支援に感謝しつつ、社会に貢

献できる専門家になるべく、勉学により一層励んでいきたいと考えています。  （大学院社会文化創造研究科 1年）

　この度は山形大学基金からの修学支援を行っていただきありがとうございます。コロナ感染症の拡大から、勉学、

アルバイトでの不安が多いなか、このような支援は非常に助かります。 私は生活費を自分で賄っている為、生活が

非常に苦しく、授業料免除は不許可になってしまうため、大学院を辞めようか迷っていました。これを機に、卒業で

きるように頑張ろうとする気持ちになりました。本当にありがとうございます。  （大学院理工学研究科 1年）

　これからの生活が不安でしたが、金銭的のみならず、精神的にも安心しました。この支援を糧に、山大出身者と

して社会に貢献できる人間になれるように精進します。この度は誠にありがとうございました。

 （大学院理工学研究科 1年）

　この度は、新型コロナウイルス感染症の流行によって影響を受けた山形大学生のために寄付をしていただき、誠

にありがとうございました。心より感謝申し上げます。多くの方からご支援を頂き、驚くと共に大変感謝しております。

皆様から頂いたお気持ちを忘れず、これからも精進してまいります。この度は本当にありがとうございました。

 （大学院理工学研究科 2年）
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山形大学基金は、 本学における学生支援及び教育研究支援等に資することを目的に創設いたしました。

山形大学の更なる飛躍と発展のために、皆さまからの末永いご支援とご協力をお願いいたします。

山形大学基金への寄付のご案内

経済的な理由で修学に困難がある学生等に対して支援を

行うことにより、意欲と能力のある学生が希望する教育を

受けられるよう支援することを目的としています。

具体的には、次のように活用されます。

● 入学料、 授業料及び寄宿料の全部又は一部免除

● 学資金の貸与又は給付

● 学生の海外への留学に係る費用負担

● ティーチング・アシスタント及びリサーチ・アシスタント

　 業務に対する手当等負担

経 済 的 修 学 困 難 学 生への支 援

小白川、飯田、米沢、鶴岡の各キャンパスにある各「大

学公認学生サークル」を個別に指定してご支援いただくこ

とができます。（9頁参照）

（例） 飯田キャンパス：硬式テニス部

 鶴岡キャンパス：吹奏楽団

大 学 公 認 学 生サークルへの支 援

※経済的修学困難学生への支援に係る

「税制上の優遇措置」 について

　平成 28 年度の税制改正により、 国立大学法人等

が実施する修学支援事業（経済的修学困難学生への

支援に限る）に対する個人の方々からのご寄付につ

いては、これまでの「所得控除」に加え「税額控除」

の適用対象となりました。

　本学の 「修学支援事業特定基金」 へのご寄付は

上記に該当いたしますので、 確定申告の際に、 ご寄

付者において、 所得控除又は税額控除、 いずれか

一方の制度を選択いただけます。
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以下の支援事業を柱としております。 各事業の詳細につ
きましては、年度毎に諸状況を勘案しながら計画します。

● 学生支援

　 課外活動（団体、 サークル等）、

　 キャリア形成・就職、 優秀学生への奨学金等

● 教育研究支援

　 基盤共通教育・専門教育、 学術研究推進等

● 国際交流支援

　 海外留学、 外国人留学生、 海外大学との交流等

● キャンパス環境整備支援

　 安全・安心・快適なキャンパス整備、

 　バリアフリー対応等

● 社会連携・社会貢献活動等支援

　 卒業生等との交流、 ボランティア活動、

　 地域交流・貢献活動等

● その他基金の目的達成に必要な支援

山形 大 学 運 営 全 般への支 援

学部等（所属する研究室を含む）を指定してご支援をい
ただくことができます。

（例）  〇〇学部（研究科）、 〇〇学科（専攻）、 〇〇研究室

本支援へのご寄付の一部（30%）は全学事業に充当させ
ていただくこととしております。

学 部 等への支 援

ご

支
援    　

　　　　　　　　　　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　　　　　　　　　　　　　

　
　

　
事

業
報

告

学生支援

教育研究支援

国際交流支援

キャンパス環境
整備支援

社会連携・社会貢献
活動等支援

何よりも学生を
大切にする山形大学
―学生の学びを支援する山形大学基金―

山形大学基金
Yamagata  University  Fund

寄付者の
皆さま

基金
事業の
展開

附属学校（園）GIGA スクール構想に基づく ICT 等の環境整備へのご支援、新たな教育（将来構想）に
基づく研究活動、教育活動へのご支援をいただくことができます。

附属学校園の将来構想  GIGAスクール

▲

附 属 学 校（ 園 ）への支 援

本学の使命に貢献し、かつ、目的と期間を限定した寄付プロジェクトです。
より個別 ･ 具体的な教育研究活動、キャンパス環境整備、大学経営環境の向上等を推進します。
なお、各プロジェクト終了後に、寄付金の使用用途等を報告します。（8 頁参照）

やまだい未 来へつなぐプロジェクト
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“米沢の100 年をつなぐ道”を

未来へ

キャンパス長メッセージ

米沢キャンパス長　中島 健介

　米沢キャンパスのケヤキ並木は、約 110 年前の 1910 年に開校した旧
米沢高等工業学校本館と工学部の最先端の教育研究施設群の間に位置に
しています。それはまるで、偉大な先人たちの歴史と伝統をつなぎ、米
沢キャンパスで学ぶ学生たと “米沢の 100 年をつなぐ道” のようでもあ
ります。
　私たちは、この “米沢の 100 年をつ
なぐ道” に新たな息吹を吹き込むため、
右記のとおり、その名称を広く募集する
とともに、キャンパスの財産でもあるこ
の並木の保全、緑地整備等に対して、「山
形大学基金」で募金をお願いするプロ
ジェクトを立ち上げました。
　米沢キャンパスは、皆さまと守り、創
り上げるコモンズです。皆さまのご理解
とご協力を心よりお願い申し上げます。

ケヤキ並木の名称募集
市民の皆さまや、本学の卒業生、学生・教職員に親しまれ、“米
沢の 100 年をつなぐ道” でもあるケヤキ並木に相応しい名称を広
く募集いたします。

ケヤキ並木の景観保全
旧本館を中心とする歴史景観の一部として、現在のケヤキ並木の
景観を保持しつつ、持続可能な並木かつ安全な散策路として、樹
木剪定及び樹木周辺の植栽を行います。

米沢キャンパスのコモンズ化
米沢キャンパス全体を地域におけるコモンズ（公共財）と捉え、
市民や学生・教職員の交流・憩いの場として整備します。

ケヤキ並木持続方針（仮）の作成
今回名称を公募し、景観を保全する並木を “米沢の 100 年をつな
ぐ道” として持続可能なものにするため、「ケヤキ並木持続方針
（仮）」を作成し、学内外で共有いたします。

ケヤキ並木等景観保存への

ご支援をお願いいたします

草
木
塔
の
心

　
そ
れ
は
、

草
や
木
の
命
を
も

　
愛
お
し
む

　
　
山
形
の
心

公開講座「自然と人間の共生」の開催
「自然と人間の共生」を SDGs の観点で再考し、本学における最
新の研究知見と教育実践、学生活動を披露する公開講座を開催し
ます。さらにその成果を山形での SDGs の推進に活かします。

関係論文等のインターネット公開
「やまがた草木塔ネットワーク」等の協力を得て、これまで蓄積
してきた『自然と人間の共生』及び『草木塔』に関する論文等を
「機関リポジトリ」に登録し、広くインターネットに公開します。

“草木塔の心” の普及
山形県を代表するローカル SDGs である “草木塔の心” を広く普
及するためにリーフレットを作成し、本学基盤共通教育科目の教
材とするとともに、県内外に配布します。

「草木塔の心･説明碑」の建立
本学では、「自然と人間の共生」を具体化し、山形独自の自然観
を広めることを目的として、平成 19年に「草木塔の心」碑を建
立しました。今回新たに「草木塔の心･説明碑」を建立し、その
意義を SDGs の観点から再興します。

4

3

2

1

副学長　林田 光祐
(YU-SDGs リーダー )

副学長メッセージ
　山形大学は、昨年から YU empowering with SDGs の方針に基づ
き、社会の持続可能な発展に向けた地域の取り組みを積極的に
empower!( 力づける ) しています。
　「自然と人間の共生」は、平成 16 年の
法人化後に制定した本学の「5 つの基本理
念」に明記され、「3 つの使命」と併せて
本学における最重要概念となっています。
　来年度から始まる第 4 期中期目標期間
を前に、“元祖 SDGs” と言える「自然と
人間の共生」を改めて再興 ( 再考 ) し、広
く学内外に発信する 4 つのプロジェクト
を実施します。
　皆さまのご理解とご協力を心よりお願
い申し上げます。

再興 ( 再考 ) プロジェクト　～元祖 SDGs “草木塔の心” をみんなに～

「自然　と　人間　の　共生」

やまだい未 来へつなぐプロジェクト　現在２つのプロジェクトを実施しています。

●草 木 塔の心

●ケヤキ並 木
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山形 大 学 公 認 学 生サークル一 覧 　（令和 4 年 2 月 1 日現在）

■　小白川キャンパス

体 
育
系

● clover 〜硬式テニスサークル ~ ● 弓道部 ● 女子サッカー部 ● 男子バスケットボール部 ● フェンシング部
● King Kids ● 競技舞踏部 ● 女子バスケットボール部 ● 男子バレーボール部 ● フットサル同好会
● SALIBANDY 部 ● 剣道サークル ● 女子バレーボール部 ● 男子ハンドボール部 ● フライングディスク同好会
● Style& 表現研究会 ● 剣道部 ● 女子ハンドボール部 ● チアダンスサークル「Cherries」 ● ボウリング部
● アーチェリー部 ● 硬式庭球部 ● 水泳部 ● トライアスロン部 ● ボクササイズサークル
● 合気道部 ● 硬式野球部 ● スキー部 ● 軟式野球部 ● ラグビー部
● アイスホッケー部 ● 小白川バスケットボール会 ● スノーボードサークル「FreeStyle」 ● バーベルクラブ ● 陸上競技部
● アクアライフ ● 小白川ビリヤードサークル ● 漕艇部 ● バドミントンサークルスマッシュ№ 1 ● ワンダーフォーゲル部
● 汗をかく会（AKK） ● コピーダンスサークル ● ソフトテニス同好会 ● バドミントン部
● アメリカンフットボール部 ● 自然に親しむ会 ● ソフトテニス部 ● 花笠サークル「四面楚歌」
● 居合道同好会 ● 自転車部 ● ソフトボールサークル ● パラグライダー部
● 空手道部 ● 柔道部 ● 卓球部 ● バレーすっぞの会
● 基礎スキー同好会 ● 少林寺拳法部 ● 男子サッカー部 ● バレーボール同好会

文 
化 
系

● IF（International Friendship） ● お笑いサークル ● 史跡サークル ● 地学研究会 ● マンドリンクラブ
● IVY　youth ● 音楽愛好会 ● 篠笛愛好会 ● てるてるぼうず ● 模擬裁判実行委員会 

　　　　　（学部研究機関）● JAZZ 研究会 ● 音楽研究会 ● ジャグリング同好会 ● ドットジェイピー
● JCC ● かるた部 ● 写真部 ● フィルハーモニーオーケストラ ● ラジオサークル HBK
● アカペラサークル「Smile」 ● 郷土食文化研究会 ● 障害児教育研究会 ● 美術部 ● 料理サークル「CUCINA」
● 囲碁将棋部 ● くるみぼたんの会 ● 書道部 ● フリーペーパーサークル "Y-ai!" ● 歴史学研究会
● うたごえサークルとまり火 ● 軽音楽研究会 ● 吹奏楽団 ● 文芸部
● 裏千家茶道サークル千歳 ● 劇団めざましどけい ● 聖書研究水曜会 ● 放送研究会
● 映画研究会 ● 混声合唱団 ● 生物学研究会 ● 学び場プラス
● 演劇集団舞台工房 ● 茶道部 ● チーム道草 ● 漫画研究会

■　飯田キャンパス ■　米沢キャンパス

体 
育 
系

● 合気道部 ● 柔道部 ● バトミントン部

体 
育 
系

● ARK ● 自転車競技部
● 空手道部 ● 準硬式野球部 ● バレーボール部 ● SALIBANDY 部 ● 自動車部
● 弓道部 ● 少林寺拳法部 ● ハンドボール部 ● アーチェリー部 ● 柔道部
● 競技スキー部 ● 水泳部 ● フットサル部 ● アクアライフ ● 少林寺拳法部
● 剣道部 ● ソフトテニス部 ● ヨット部 ● アメリカンフットボール部 ● 漕艇部工学部支部
● 硬式テニス部 ● ソフトボール部 ● ラグビー部 ● 居合道同好会米沢支部 ● ソフトテニス部
● ゴルフ部 ● 卓球部 ● 陸上競技部 ● 基礎スキー同好会 Big Boots ● 卓球部
● サッカー部 ● バスケットボール部 ● ワンダーフォーゲル部 ● 弓道部 ● バスケットボール部

● 球友会 ● バドミントン同好会
● 剣道部 ● バドミントン部

文 
化 
系

● DoD（Dance or Die）ダンス部 ● 映画部 ● 将棋部 ● 工学部 Work Out ● 花笠サークル四面楚歌　工学部支部
● YMSA(Yamagata Medical  

Student Association)
● 軽音楽部 Sound Room ● 聖書研究会 ● 硬式庭球会 ● パラグライダー部
● 室内合奏団 ● 同窓会新聞部 ● 硬式庭球部 ● バレーボール部

● 硬式野球部 ● 表現研究会
● 小白川バスケ会米沢支部 ● フットサルサークル（Atoletico)

■　鶴岡キャンパス
● サイクリングサークル ● 陸上競技部
● サッカー部 ● 和道流空手道部

体 
育 
系

● SALIBANDY　鶴岡支部 ● 自転車部 ● バドミントン部 ● 自然に親しむ会 ● ワンダーフォーゲル部
● T.O.F.C ● 少林寺拳法部 ● バレーボール部
● アーチェリー部 ● 漕艇部農学部支部 ● ビリヤードサークル
● 合気道部 ● ソフトテニス部 ● フットサルサークル

文 
化 
系

● JAZZ 研究会 ● ジャグリングサークル
● アクアライフ ● 卓球部 ● フライングディスク同好会 ● アカデミーストリングス合奏団 ● 写真サークル TAKE!
● アメリカンフットボール部鶴岡支部 ● 軟式野球サークル ● 陸上競技部 ● アカペラサークル Lien ● 人力飛行機研究会
● 弓道部 ● 花笠サークル四面楚歌 ● 和道流空手部 ● 吾妻祭実行委員会 ● 吹奏楽団
● 自然に親しむ会 ● バスケットボール部 ● ワンダーフォーゲル部 ● 囲碁・将棋部 ● 聖書研究会

● 音楽サークル　青い空 ● 地学研究会
● ギター・マンドリンクラブ ● マイクロコンピュータ研究会

文 
化 
系

● OH,ONE! ● ジャグリングサークル ● 農学部ジャズ研究会 ● グリークラブ ● 漫画研究会
● Oshin International Society ● 重音楽研究会 ● フィルハーモニーオーケストラ ● 軽音楽研究会 ● 無線研究会
● アカペラサークル Smile ☆鶴岡支部 ● 吹奏楽団 ● ほとりあ・環境調査サークル ● 劇団スピリッツ ● 模型サークル
● うたごえサークルとまり火 ● タキタロウボランティアサークル ● 漫画研究会 ● 工学部 VR 部 ● ゆきんこ
● 鶴寿祭実行委員会 ● 地学研究会 ● マンドリンクラブ ● 国際交流サークル YUICY ● ロボ・タスティクス
● 献血推進サークル ● テーブルゲームの会 ● 森の民 ● 茶道部 　
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ご寄付に際しては、各種のお申込み方法がございます。 Webサイト並びに添付の払込票によるご寄付が可能です。

ご不明な点がございましたら、お気軽に基金担当へお問い合わせ願います。

「山形大学基金」への土地・建物株式等の現物資産のご寄付につきましては、所定の手続きによりみなし譲渡所

得税が非課税となります。

現物資産のご寄付をお考えの場合は、基金担当へお問い合わせ願います。

ご寄 付のお申込み

株 式 等の現 物 資 産によるご寄 付

山形大学基金 検索

山形大学基金 Web サイト

https://www.yamagata-u.ac.jp/jp/fund/

遺言で相続人のほか、山形大学を受遺者（遺言によって財産の遺贈を受ける者）としてご指定いただくことにより、

ご寄付いただくことが可能です。本学では、本学に遺贈をお考えの方々のお役に立つよう、高度な専門性と豊富な

経験を有する信託銀行と協定を締結しております。遺贈によるご寄付をお考えの場合は、基金担当へお問い合わせ願

います。なお、本学へご遺贈いただきました財産については、原則として相続税は非課税となります。

遺 贈によるご寄 付

みずほ信託銀行株式会社  仙台支店

〒 980-0811 宮城県仙台市青葉区一番町 3-1-1
TEL 022-215-8793

〒 980-0021 宮城県仙台市青葉区中央二丁目 1-7
TEL 022-224-1147

三井住友信託銀行株式会社  仙台支店

お振込方法

▶ クレジットカード決済 ▶ インターネットバンキング決済（ペイジー）

▶ 銀行振込（ゆうちょ銀行・郵便局を含む） ▶ コンビニ決済（払込票タイプ）
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（払込みについて）

１．この払込用紙は、ゆうちょ銀行・郵便局及び銀行共通でお使いいただけます。

　　　　　　口座名義　：　国立大学法人山形大学

　　みずほ銀行　山形支店　　普通　1136024　　　荘内銀行　　　山形営業部　普通　1033799

　　山形銀行　　本店営業部　普通　0059501　　　きらやか銀行　本店営業部　普通　1019406

２．A払込取扱票（振込通知書）は申込書を兼ねていますので、必要事項をご記入ください。

３．ゆうちょ銀行・郵便局及び上記銀行の本支店間を通じて振込まれた場合、払込手数料は不要です。

【ご記入方法】

“「山形大学基金」寄付申込　払込取扱票のご記入等について” の①～⑪をご覧ください。

①ご寄付いただく金額をご記入ください。

②振込先銀行を選択してください。

　　ゆうちょ銀行・郵便局からご寄付いただく場合は、振込先の選択は不要です。

③寄付目的コードを括弧内にご記入ください。（コードは払込票下部に記載）

　なお、コード２,４,６について該当するサークル （9頁）、学部等、プロジェクト名 （8 頁）をご記入ください。

④山形大学とのご関係について、該当するコードをご記入ください。（コードは払込票下部に記載）

⑤ご依頼人の生年月日をご記入ください。

⑥卒業生・修了生等の方は、卒業・修了年及び卒業学部・修了研究科等をご記入ください。

⑦在学生・卒業生のご家族の方は、在学生・卒業生のお名前をご記入ください。

⑧退職教職員の方は退職時所属部局を、現職教職員の方は所属部局をご記入ください。

⑨山形大学基金ＨＰ等への寄付者ご芳名等掲載について該当するものに ✓ 印を入れてください。

⑩郵便番号、ご住所をご記入ください。ご記入いただきましたご住所宛て領収書をお送りいたします。

⑪お名前、ご連絡先電話番号をご記入ください。Ｅメールアドレスのご記入は任意です。

※Ａ本払込取扱票は「４連票」となっておりますので、Ｂ、Ｃ、Ｄもご記入願います。

山形大学基金のホームページにご芳名、学生からご寄付者への御礼メッセージを掲載しています。

右の QRコードから是非ご覧ください。

「山形 大 学 基 金 」 寄 付申込 　 払 込 取 扱 票のご記 入 等について

山形 大 学 基 金 　ご寄 付への謝 意について



山形大学基金への寄付金は、所得税法上の寄付金控除の対象となる特定寄付金（所得税法第 78条第 2項第 2号）

又は法人税法上の全額損金算入を認められる指定寄付金（法人税法第 37条第 3項第 2号）として財務大臣から指定

されております（昭和 40年大蔵省告示第 154号）。

また、個人から山形大学基金にご寄付いただいた場合、「所得控除」が適用されますが、経済的な理由で修学に困難

がある学生等に対する支援にご寄付いただく場合は、「所得控除」と「税額控除」のどちらかを選択することができます。

〒 990-8560　山形県山形市小白川町一丁目 4-12　TEL 023-628-4497　FAX 023-628-4185
E-mail : yu-kikin@jm.kj.yamagata-u.ac.jp　　https://www.yamagata-u.ac.jp/jp/fund/

山形大学基金担当

■個人の場合

（1）所得及び所得税の寄付金による控除
　寄付金控除には、［A］ 所得控除と［B］ 税額控除の 2

種類があります。ただし、［B］税額控除については、経済
的な理由で修学に困難がある学生等に対する支援のた
めの「修学支援事業特定基金」にご寄付された分につい
てのみ適用となります。確定申告の際には、寄付者ご自
身においてどちらか一方の制度をご選択ください。

［A］  所得控除
　各寄付者の所得に応じた税率を寄付金額に乗じて、
所得税額から控除

　　　　　　　　  　     　　　　　　　　　　　 所得税額から控除

［B］税額控除
　各寄付者の所得に応じた税率に関係なく、所得税額
から直接寄付金額の一定割合を控除

　　　　　　　　          　　　　　　　　　　　 所得税額から控除

※1  寄付金支出額が、総所得金額等の 40％に相当する金額を超える
場合には、40％に相当する額が税額控除対象寄付金となります。

※2  控除対象額は、所得税額の25％が限度となります。

（2）個人住民税の寄付金による控除
　山形大学へご寄付された翌年１月１日のご住所が次の
自治体の方は、確定申告の際に、住民税の寄付金控除も
あわせて申告することにより、翌年度の住民税から控除さ
れます（令和2年にご寄付された場合、令和3年度の住民

所得控除　（10,000円－2,000円）×20％　＝　1,600円
税額控除　（10,000円－2,000円）×40％　＝　3,200円

（寄付金額※1－2,000円）×（所得に応じた）税率

税から控除）。確定申告をせずに住民税の寄付金控除の
みを受ける場合は、各自治体に申告してください。
・ 都道府県の指定：山形県
・ 市町村の指定：山形市、米沢市、鶴岡市

※上記の自治体及び今後、山形大学を住民税控除の対
象法人として指定した自治体から要請があった場合は、
寄付者名簿を提出することになっておりますので、ご了
承願います。寄付者名簿には、寄付者氏名、住所、寄付
金額、寄付受領日を記載いたします。

　　        住民税額から控除

※3 控除対象となる寄付金額は、その年の総所得金額等の 30% が
上限となります。

※4 住民税控除率は、都道府県の指定は 4%、市町村の指定は 6%、
双方指定の場合は10%となります。

（3）寄付金控除の手続き
　寄付金控除を受けるためには、ご寄付された翌年の確
定申告期間に所轄税務署で確定申告を行ってください。
確定申告の際には、山形大学が発行する「領収書」（税額
控除を受ける場合は、併せて「税額控除に係る証明書」の
写し）が必要になります。

※領収書等は、本学で入金の確認が取れ次第、お送りい
たします。

※確定申告書は国税庁ホームページ「確定申告書等作
成コーナー」から作成することをお勧めします。

※確定申告についてのご相談は、所轄税務署へお問い合
わせください。

■法人の場合

寄付金は、当該法人の各事業年度の所得の計算上、全
額損金に算入されます。      

（寄付金額※3－2,000円）×住民税控除率※4 

（寄付金額※1－2,000円）×40％＝控除対象額※2

【参考例】
年収500万円（平均的な税率20％）の方が１万円を
寄付した場合

税 制 上の優 遇 措 置


